
目 標 拡 大 残 数 目 標 拡 大 残 数

勝　立 3 1 2 橘 5 6
米 生

 延 命 3 3 高　田 2 3

船　津 3 3 大　和 3 3

松　原 2 2 瀬　高 2 2

白　光 3 2 1 山　川 2 1 1

甘　木 3 1 2 南　関 3 3

歴 木 Ａ 2 1 1 荒　尾 4 10

歴 木 Ｂ 2 1 1 事 業 所 8 16

田　隈 4 7 合　計 54 55
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▼
左
官
を
や
っ
て
い
た
17

歳
で
「
日
雇
い
健
保
」
の

魅
力
で
組
合
に
加
入
し
、

30
歳
で
組
合
の
専
従
者
に

な
り
、
こ
の
11
月
19
日
の

65
歳
の
誕
生
日
ま
で
組
合

専
従
者
と
し
て
仲
間
に
支

え
ら
れ
て
35
年
間
頑
張
っ

て
こ
れ
で
一
応
の
区
切
り

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た

こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

▼
こ
の
間
、
３
５
０
人
の

組
織
で
草
木
に
自
前
の
事

務
所
を
カ
ン
パ
で
建
設
、

古
町
に
で
っ
か
い
現
在
の

事
務
所
の
確
保
。
「
ば
っ

て
ん
荒
川
さ
ん
」
で
支
部

25
周
年
記
念
式
典
と
祝
賀

会
、
２
０
０
０
人
を
超
え

る
参
加
で
の
50
周
年
記
念

「
職
人
ま
つ
り
」
、
「
住

宅
デ
ー
」
で
地
元
の
職
人

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
仕
事
確

保
の
運
動
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
時
の
「
資
材
確
保
」
の

闘
い
「
賃
金
単
価
の
引
上

げ
」
「
仕
事
よ
こ
せ
」
の

大
集
会
、
「
消
費
税
導
入

反
対
」
運
動
、
平
川
元
委

員
長
を
擁
立
し
て
の
「
県

知
事
選
挙
」
等
、
「
仕
事

と
暮
ら
し
・
平
和
と
生
命
」

を
守
る
運
動
を
展
開
、
今

日
１
１
０
０
人
を
有
す
る

大
牟
田
地
区
で
一
番
の
組

織
に
発
展
で
き
た
歴
史
が

走
馬
灯
の
ご
と
く
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
一
緒
に
頑
張
っ

て
く
れ
た
仲
間
と
家
族
に

感
謝
で
す
。

お
孫
さ
ん
・
ゆ
う
か
ち
ゃ
ん

平
成
24
年
11
月
15
日
生
ま
れ

古
賀

満
さ
ん
（
勝
立
）

今
月
間
は
、
全
分
会
の

拡
大
目
標
達
成
と
、
拡
大

三
冠
達
成
（
拡
大
率
・
拡

大
数
・
ニ
ュ
ー
ス
発
行
数
）

を
目
標
に
出
陣
式
や
中
間

決
起
集
会
を
開
催
し
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

毎
週
木
曜
日
の
統
一
行

動
日
に
は
分
会
ご
と
に
た

ま
り
場
を
設
け
て
の
組
合

員
訪
問
や
主
要
交
差
点
で

の
早
朝
宣
伝
、
FM
福
岡
で

の
ラ
ジ
オ
宣
伝
、
DM
発
送
、

拡
大
ニ
ュ
ー
ス
で
情
報
を

共
有
し
て
行
動
し
、
10
月

22
日
に
は
全
県
で
一
番
乗

り
で
県
本
部
目
標
の
42
人

拡
大
に
到
達
。
11
月
18
日

に
支
部
目
標
54
人
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

分
会
で
み
れ
ば
、
船
津

分
会
、
田
隈
分
会
、
橘
分

会
、
高
田
分
会
、
南
関
分

会
、
荒
尾
分
会
、
事
業
所

分
会
の
７
分
会
が
達
成
し
、

田
隈
分
会
と
高
田
分
会
、

荒
尾
分
会
、
事
業
所
分
会

は
年
間
目
標
も
い
っ
き
に

達
成
と
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
仲
間
は
、
「
現

場
に
は
い
る
の
に
労
災
保

険
が
必
要
に
な
っ
た
」

「
一
人
親
方
や
け
ど
建
退

共
に
入
り
た
い
」
「
中
建

国
保
の
保
険
料
や
償
還
払

い
と
傷
病
手
当
金
が
魅
力

的
」
「
社
会
保
険
未
加
入

問
題
で
の
相
談
」
な
ど
、

日
頃
か
ら
の
声
か
け
と
月

間
中
の
行
動
が
加
入
に
結

び
つ
き
ま
し
た
。

54
人
目
の
拡
大
で
従
業

員
を
加
入
と
な
っ
た
事
業

主
さ
ん
も
、
事
業
所
を
法

人
化
し
た
こ
と
で
適
用
除

外
を
申
請
必
要
し
「
中
建

国
保
と
厚
生
年
金
の
セ
ッ

ト
に
す
る
こ
と
で
、
社
会

保
険
料
の
事
業
主
負
担
を

軽
減
で
き
る
の
で
よ
か
っ

た
で
す
。
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

周
り
に
ま
だ
組
合
の
メ

リ
ッ
ト
を
知
ら
な
い
未
加

入
の
仲
間
も
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
ひ
き
続
き
の
声
か

け
で
、
組
合
の
紹
介
を
お

願
い
し
ま
す
。

戦
争
法
廃
止
に
む
け

大
牟
田
で
も
総
が
か
り

行
動
実
行
委
員
会
が
発

足
し
、
「
19
日
を
心
に

き
ざ
む
討
論
集
会
」
が

11
月
19
日
、
大
牟
田
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

集
会
に
は
宗
教
家

（
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
）
、

法
律
家
を
は
じ
め
平
和

を
愛
す
る
市
民
な
ど
が

集
ま
っ
て
、
９
月
19
日

に
強
行
採
決
さ
れ
た
戦

争
法
廃
止
に
向
け
て
全

国
と
連
帯
し
て
活
動
推

進
す
る
こ
と
な
ど
が
討

論
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
な
い
新

た
な
動
き
の
中
、
絶
対

に
廃
止
さ
せ
る
運
動
へ

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

12
月
は
19
日
に
築
町

公
園
で
15
時
か
ら
集
会

と
ア
ピ
ー
ル
行
動
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
お

友
達
や
近
所
の
方
に
も

声
を
か
け
、
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。
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11
月
15
日
（
日
）
、
南

関
町
の
関
所
祭
会
場
に
て
、

南
関
分
会
の
住
宅
デ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。
祭
り
の

チ
ラ
シ
や
前
日
の
新
聞
折

り
込
み
チ
ラ
シ
３
５
０
０

枚
で
宣
伝
し
、
17
名
の
参

加
で
、
66
人
の
来
客
で
し

た
。

絶
好
の
天
気
に
恵
ま
れ
、

祭
り
会
場
は
大
勢
の
お
客

さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

住
宅
デ
ー
の
ブ
ー
ス
で
も
、

包
丁
研
ぎ
や
ま
な
板
削
り

で
大
忙
し
で
す
。
（
包
丁

研
ぎ
な
ど
88
本
、
ま
な
板

削
り
６
枚
）
。

今
年
の
子
供
木
工
教
室

は
、
職
人
ま
つ
り
で
も
大

人
気
だ
っ
た
貯
金
箱
を
組

み
立
て
た
後
に
、
ペ
ン
キ

で
色
付
け
も
す
る
よ
う
に

準
備
し
て
い
ま
し
た
。
25

個
用
意
し
て
い
た
巣
箱
の

材
料
も
あ
っ
と
い
う
間
に

な
く
な
る
盛
況
ぶ
り
。
初

め
て
叩
く
金
槌
や
ペ
ン
キ

塗
り
に
子
供
た
ち
も
真
剣

で
す
。

住
宅
相
談
は
、
瓦
の
塗

装
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
手

摺
、
天
井
、
床
下
点
検
、

張
替
え
、
雨
漏
り
や
耐
震

検
査
な
ど
の
相
談
が
８
件

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、

簀
子
や
ま
な
板
の
販
売
も

行
い
、
会
場
で
集
め
た
カ

ン
パ
か
ら
今
年
も
南
関
町

の
社
保
協
へ
募
金
を
渡
し

ま
し
た
。

１
日
か
け
て
祭
り
に
訪

れ
る
多
く
の
お
客
さ
ん
へ
、

地
元
に
は
福
建
労
の
職
人

が
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

今年７月13日より始まった福岡高裁で

のたたかいの２回目の期日が12月14日に

開かれます。地裁では国の責任は認めら

れたものの企業責任と一人親方の補償に

ついては棄却されました。高裁でこの壁

を突き破ることが重要です。当日は、支

部からも支援参加として福岡高裁へ行き

ます。みなさんのご協力をお願いします。

11
月
24
日
、
首
都
圏
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
企

業
要
請
行
動
に
永
江
副
支

部
長
と
中
嶋
で
参
加
し
ま

し
た
。

要
請
の
中
身
は
、
「
建

設
石
綿
被
害
者
補
償
基
金
」

の
構
想
に
つ
い
て
製
造
企

業
と
し
て
具
体
的

意
見
を
示
し
、
早

期
解
決
を
図
る
こ

と
。
そ
し
て
被
害

者
の
声
を
聞
き
対

応
す
る
事
を
求
め

る
も
の
で
し
た
。

㈱
リ
ク
シ
ル
で

は
、
要
請
の
場
を

設
け
担
当
者
２
名

が
対
応
。
首
都
圏

の
被
害
者
か
ら
の

訴
え
や
弁
護
団
か

ら
全
国
の
ア
ス
ベ

ス
ト
裁
判
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

永
江
副
支
部
長

か
ら
は
、
石

綿
が
危
険
な

物
か
も
知
ら

さ
れ
な
い
ま

ま
仕
事
を
し

て
き
た
。
多
く
の
仲
間
が

そ
う
い
っ
た
状
況
で
被
害

に
あ
っ
て
い
る
と
訴
え
、

福
建
労
で
も
被
害
者
が
増

え
て
お
り
、
早
急
に
企
業

と
し
て
の
責
任
を
果
た
す

た
め
に
基
金
の
設
立
に
協

力
し
て
ほ
し
い
と
要
請
し

ま
し
た
。

担
当
者
か
ら
は
、
要
請

の
内
容
は
理
解
し
て
い
る
。

リ
ク
シ
ル
と
し
て
基
金
設

立
に
関
与
し
て
い
く
な
ど

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

今
後
、
適
切
に
判
断
し
て

い
く
う
え
で
も
判
断
材
料

と
し
て
の
話
し
合
い
の
場

は
、
必
要
な
も
の
と
考
え

て
い
る
と
回
答
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ク
リ
オ
ン
㈱

と
ナ
イ
ガ
イ
㈱
へ
行
き
ま

し
た
が
、
両
社
と
も
社
内

へ
入
る
こ
と
も
で
き
ず
、

道
路
上
で
立
ち
話
を
聞
く

だ
け
と
い
う
不
誠
実
な
も

の
で
し
た
。
同
時
に
他
の

企
業
へ
行
っ
た
仲
間
か
ら

も
裁
判
の
係
争
中
な
の
で

対
応
で
き
な
い
と
逃
げ
る

企
業
が
多
く
腹
立
た
し
い

と
報
告
で
し
た
。

「
初
め
て
参
加

し
た
が
、
被
害
者
保
障
の

基
金
設
立
は
裁
判
と
は
切

り
離
し
て
、
こ
れ
か
ら
増

え
る
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
に

対
し
て
、
製
造
企
業
と
し

て
被
害
者
の
話
し
合
い
の

場
く
ら
い
設
け
る
の
が
当

然
。
不
誠
実
な
対
応
に
腹

が
立
つ
。
今
後
と
も
粘
り

強
い
運
動
が
必
要
と
感
じ

た
」
と
永
江
副
支
部
長
。

↑受付も次から次へく

るお客さんで大忙し ←↑木工教室は毎年大人気

なんとか話合いの場を設けてほしいと企業へ交渉

建設アスベスト被害者救済の補償基金

制度設立にむけた署名です。衆議院と参

議院（各５筆分）宛てになっています。

右と左の両方に記入をお願いします。





【
浦

清
美

橘
】

も
う
直
ぐ
、
ク
リ
ス
マ

ス
で
す
ね
。
毎
年
な
が
ら

主
人
に
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
ど
れ
に
す
る
と
聞
い
て

も
「
い
ら
ん
」
と
一
言
！

た
ま
に
は
、
ク
リ
ス
マ

ス
デ
ィ
ナ
ー
と
か
行
き
た

い
の
に
。
今
さ
ら
な
が
ら
、

結
婚
相
手
を
間
違
え
た
。

ト
ホ
ホ
…
。

【
藤
本

憲
子

田
隈
】

晩
秋
の
候
に
な
り
ま
し

た
。
私
に
と
っ
て
色
々
と

催
し
物
が
多
く
充
実
し
た

11
月
で
す
。

こ
れ
か
ら
寒
く
な
る
の

で
風
邪
を
ひ
か
な
い
様
に

と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
黒
肥
地
征
子

荒
尾
】

11
月
も
下
旬
、
今
年
は

今
の
処
気
温
が
高

く
て
暖
か
い
毎
日

で
す
ネ
。
夏
は
草

取
り
に
忙
し
い
で

す
が
枯
葉
の
清
掃

に
変
わ
り
ま
し
た
。

19
日
に
兵
庫
に

居
る
妹
と
大
阪
の

ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ

ン
に
遊
び
に
行
き

暑
い
時
期
仕
事
で

頑
張
っ
た
の
で
自
分
に
褒

美
と
思
っ
て
奮
発
し
ま
し

た
。
想
像
以
上
に
ス
ゴ
か
っ

た
で
す
ヨ
。

【
森
田

ま
さ
代

船
津
】

秋
と
い
え
ば
、
ス
ポ
ー

ツ
と
い
い
ま
す
が
、
わ
が

家
は
一
番
下
の
子
ど
も
が

「
七
五
三
」
に
あ
た
る
年

な
の
で
、
日
頃
着
な
れ
な

い
装
い
で
「
元
気
に
大
き

く
育
ち
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
元
気
に
育
ち
ま
す
よ

う
に
」
と
神

社
で
お
祈
り

を
し
て
き
ま

し
た
。
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７
つ
の
ま
ち
が
い
答
え
と
近
況
を
募
集
。

抽
選
で
５
名
様
に
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

〒
８
３
６

０
０
４
４

大
牟
田
市
古
町
３
の
２

福
岡
県
建
設
労
働
組
合
大
牟
田
支
部

【先月の答】①階段の段数 ②左手前の幼児が持つピン

ポン玉がミカンに ③卓球台の手前左側の脚 ④左端・ぶ

つかって出た☆が○に ⑤「大浴場」の向き ⑥手前でラ

ケットを持つ人の右足元 ⑦卓球台上の玉の位置 ☆
松
尾

佳
香
ち
ゃ
ん

（
か
こ
）

10
月
26
日
誕
生

橘
分
会

松
尾

新
吾
さ
ん

☆
松
尾

美
明
ち
ゃ
ん

（
み
あ
）

10
月
30
日
誕
生

橘
分
会

松
尾

崇
志
さ
ん

12
月
14
日
（
月
）
は
、
建
設

ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
高
裁
へ
支
援

参
加
の
た
め
閉
所
し
ま
す
。

年
末
年
始
は
、
12
月
29
日
（
月
）
午
前
中
ま
で
事
務
所
を
開

所
。
12
月
30
日
（
火
）
か
ら
１
月
４
日
（
日
）
ま
で
が
休
所
日

で
す
。
新
年
は
１
月
５
日
（
月
）
か
ら
開
所
（
午
前
中
ま
で
）
。

◆
11
月
５
日
、
米
生

延
命
分
会
の
丸
山
勝

広
さ
ん
が
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

享
年
66
歳
で
し
た
。

謹
ん
で
お
く
や
み
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

年
末
調
整
の
準
備
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
今
年

の
年
末
調
整
の
仕
上
げ
会

を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま

す
。
徴
収
業
者
は
各
人
の

年
末
調
整
を
行
い
納
付
・

申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

年
明
け
は
相
談
日
が
12

日
し
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

12
月
23
日
ま
で
の
給
与
支

払
い
が
確
定
し
て
い
る
人

は
年
内
の
相
談
日
24
日
に

お
願
い
し
ま
す
。
参
加
希

望
の
方
は
必
ず
予
約
の
電

話
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程
：
①
12
月
24
日
（
木
）

②
1
月
12
日
（
火
）

時
間

9
時
～
15
時

場
所
：
組
合
事
務
所

日 時 12月16日(水) ①13:00 ②18:30

※都合のいい時間にどうぞ(約２時間です)

場 所 組合事務所
資料代 500円(別途とりまとめ帳500円)

今年も、仲間のところで税務

調査を受けました。私たちが対

象となる調査は任意調査であり、

調査日程もこちらの都合でいい

のですが、急いでしなければな

らないように強要したり、資料

の持ち帰りを強要するなど、横

暴な調査が行われています。そ

の都度、抗議を行いましたが、

何れにしても調査に対応するに

は、記帳と請求書や領収書の保

存などが重要です。もちろん、

営業の状況を把握するためにも、

正しい記帳は必要です。また、

税金をめぐる情勢を知り、納税

者の権利についても学習してお

かなければ、いざという時に、

調査官のいいようにされてしま

います。

消費税課税事業者になられて

いる方や、建設業許可をお持ち

の方は、必ずご参加いただきま

すようご案内いたします。

中
建
国
保
に
加
入
し
て

い
る
大
和
分
会
の
今
村
博

明
さ
ん
（
電
工
）
は
、
毎

年
集
団
健
診
を
受
診
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

今
年
の
春
の
集
団
健
診

結
果
で
病
気
が
見
つ
か
り

再
検
査
後
、
治
療
に
入
院

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

「
早
期
発
見
出
来
た
の
は

毎
年
の
集
団
健
診
の
お
か

げ
で
す
。
入
院
す
る
こ
と

に
な
っ
た
け
ど
、
治
療
費

も
一
定
額
ま
で
し
か
か
か

ら
な
い
償
還
金
や
仕
事
が

出
来
な
い
間
の
傷
病
手
当

金
が
あ
る
の
で
と
て
も
た

す
か
り
ま
す
。
み
な
さ
ん

も
年
に
一
度
は
健
診
を
う

け
ま
し
ょ
う
」
と
元
気
に

退
院
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

毎
月
の
収
支
計
算
を
実

際
に
会
計
ソ
フ
ト
に
入
力

し
な
が
ら
の
パ
ソ
コ
ン
会

計
教
室
。
次
回
は
年
明
け

１
月
15
日
（
水
）
午
後
１

時
か
ら
で
す
。

敬
老
祝
い
金
を
も
ら
っ

た
松
原
分
会
の
江
崎
さ
ん
。

毎
年
お
祝
い
が
あ
っ
て

あ
り
が
た
い
。
こ
れ
か
ら

も
組
合
活
動
に
が
ん
ば
っ

て
い
き
ま
す
。
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